
事故・災害
Natural Disasters and Their Damages

　

京
都
府
福
知
山
市
で
は
、2
0
1
4
年

8
月
15
日
夕
方
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、
24

時
間
の
降
水
量
が
3
0
0
㎜
を
超
え
る
豪

雨
と
な
っ
た
。
こ
の
豪
雨
に
よ
り
弘
法
川

な
ど
福
知
山
市
内
の
河
川
が
氾
濫
し
、
市

の
中
心
部
で
浸
水
お
よ
び
土
砂
の
氾
濫
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
た
。
本
調
査
は
土
木

学
会
水
工
学
委
員
会
水
害
調
査
団
お
よ
び

京
都
大
学
防
災
研
究
所
突
発
災
害
調
査
と

し
て
2
0
1
4
年
8
月
20
日
に
現
地
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
調
査
結
果
の
概
要
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

　

主
な
調
査
地
を
図
1
に
示
す
。
調
査
地

は
、
氾
濫
が
発
生
し
た
弘
法
川
と
上
流
域

で
斜
面
崩
壊
が
発
生
し
た
室
川（
弘
法
川

支
川
）で
あ
る
。

2
0
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京
都
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図1　主な調査地点（Google Earth）
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福
知
山
市
街
地
で
の

弘
法
川
の
氾
濫

J
R
高
架
下
周
辺

　
図
2
（
a
）
に
弘
法
川
と
J
R
高
架
と
の

交
差
地
点
直
上
流
の
様
子
を
示
す
。
図
に

示
す
よ
う
に
、
弘
法
川
に
架
か
る
橋
桁
の

下
面
ま
で
数
10
㎝
の
高
さ
ま
で
土
砂
が
堆

積
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
周
辺
の
住

民
に
よ
る
と
、
豪
雨
前
に
比
べ
て
河
床
の

高
さ
は
少
な
く
と
も
1
・
5
m
は
高
く
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
図
2
（
b
）

に
同
じ
場
所
を
下
流
か
ら
上
流
を
見
た
様

子
を
示
す
。
図
に
示
す
よ
う
に
、
土
砂
が

堆
積
し
た
場
所
の
直
上
流
に
は
堰
が
あ
り
、

堰
よ
り
も
上
流
に
は
ほ
と
ん
ど
土
砂
が
堆

積
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、

堰
を
境
に
河
床
勾
配
が
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
堰
よ
り
も
下
流
は
上
流
よ
り
も
緩

勾
配
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
多
く
の
土
砂

が
堰
下
流
に
堆
積
し
て
河
道
内
を
水
が
流

れ
に
く
く
な
り
、
氾
濫
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

弘
法
川
と
J
R
高
架
と
の
交
差
地
点
周

辺
に
は
、
図
2
（
c
）
に
示
す
よ
う
に
土
砂

と
流
木
が
氾
濫
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
河
道
内
に
堆
積
し
た
土
砂
は
数
㎝

～
数
10
㎝
の
砂
礫
が
主
で
あ
っ
た
が
、
氾

濫
し
た
土
砂
は
1
㎜
以
下
の
粒
径
の
も
の

ば
か
り
で
あ
る
。

J
R
高
架
下
流
域

　
図
2
（
d
）
に
弘
法
川
と
J
R
高
架
と
の

交
差
地
点
か
ら
約
4
0
0
m
下
流
の
橋
梁

の
様
子
を
示
す
。
図
に
示
す
よ
う
に
、
多
く

の
流
木
が
橋
梁
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
流
木
が
引
っ
か
か
る
と
河

積
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
洪
水
流
が
氾
濫

し
や
す
い
状
況
を
つ
く
り
出
す
。
図
2
（
e
）

に
同
じ
橋
を
下
流
か
ら
見
た
様
子
を
示
す
。

非
常
に
川
幅
が
狭
い
河
川
に
架
か
る
桁
橋

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
橋
脚
を
有
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
流

木
が
非
常
に
引
っ
か
か
り
や
す
い
状
況
に

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

近
年
に
建
設
さ
れ
た
橋
梁
は
、
流
木
が

引
っ
か
か
り
に
く
く
な
る
よ
う
に
、
橋
脚

の
本
数
を
少
な
く
し
て
橋
脚
間
の
距
離
を

長
く
な
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
る
。
し
か
し
、

古
い
タ
イ
プ
の
橋
梁
は
橋
脚
の
本
数
が
多

く
、
流
木
が
引
っ
か
か
り
や
す
い
。
そ
の
た

め
、
洪
水
時
の
水
、
土
砂
、
流
木
等
を
可
能

な
限
り
速
や
か
に
下
流
に
流
す
た
め
に
は
、

橋
脚
の
本
数
の
少
な
い
橋
梁
へ
の
改
修
が

必
要
で
あ
る
。

（a）JR 高架と弘法川の交差地点の土砂の堆積

（c）土砂と流木の氾濫

（b）JR 高架と弘法川の交差地点上流

（e）流水断面積の少ない橋梁

（d）橋梁への流木の集積

JR

JR落差工

流れ

流れ

流れ

流れ 流れ

流れ

氾濫した細粒土砂

氾濫した流木

弘法川

橋脚

落差工

図2　福知山市街地での弘法川の氾濫
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室
川
（
弘
法
川
支
川
）
で
の

土
砂
お
よ
び
流
木
の
流
出

た
め
池
上
流

　
図
3
に
示
す
よ
う
に
、
室
川
上
流
域
に
は

三
つ
の
連
な
っ
た
た
め
池
が
存
在
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
た
め
池
の
東
側
に
た

め
池
と
平
行
し
て
室
川
本
川
が
流
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
室
川
か
ら
分
派
さ
せ
て
た
め

池
に
水
を
流
入
さ
せ
て
お
り
、
順
に
下
流

の
た
め
池
に
水
は
流
れ
、
最
下
流
の
た
め

池
か
ら
本
川
に
水
は
戻
る
。
こ
れ
ら
の
た

め
池
に
よ
っ
て
土
砂
の
流
出
特
性
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。

　
図
3
（
a
）
に
た
め
池
上
流
域
で
発
生
し

た
斜
面
崩
壊
の
様
子
を
示
す
。
た
め
池
上

流
域
で
は
、
多
く
の
斜
面
崩
壊
が
発
生
し

て
お
り
、
土
砂
お
よ
び
流
木
が
山
か
ら
生

産
さ
れ
た
。
生
産
さ
れ
た
流
木
の
多
く
は
、

図
3
（
b
）
に
示
す
よ
う
に
、
室
川
と
た
め

池
の
分
派
地
点
に
集
積
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
流
木
集
積
後
の
流
木

や
土
砂
の
多
く
は
最
上
流
の
た
め
池
に
流

れ
込
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
室
川
と
た
め

池
の
分
派
地
点
に
流
木
が
集
積
し
た
後
は
、

室
川
に
は
流
木
や
土
砂
が
流
れ
込
ま
ず
、

水
の
み
が
流
れ
込
ん
だ
た
め
、
図
3
（
c
）

に
示
す
よ
う
に
多
く
の
河
岸
浸
食
が
発
生

し
て
い
た
。
ま
た
、
一
部
の
斜
面
崩
壊
に
よ

る
流
木
は
最
下
流
の
た
め
池
に
直
接
流
れ

込
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
流
木
は
図
3
（
d
）

に
示
す
越
流
堰
か
ら
越
流
し
て
下
流
に
流

出
し
た
。
さ
ら
に
、
粒
径
の
大
き
い
土
砂
は

た
め
池
に
堆
積
す
る
が
、
粒
径
の
細
か
い

土
砂
は
水
と
一
緒
に
越
流
堰
か
ら
流
出
す

る
。
つ
ま
り
、
市
街
地
で
の
氾
濫
流
に
多
く

の
細
粒
土
砂
が
含
ま
れ
て
い
た
の
は
、
た

め
池
上
流
域
で
斜
面
崩
壊
が
発
生
し
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

た
め
池
下
流

　

図
4
（
a
）
に
、
た
め
池
下
流
域
で
発
生

し
た
落
差
工
周
辺
の
河
岸
浸
食
の
様
子
を

示
す
。
落
差
工
を
有
す
る
断
面
で
は
河
床

が
平
坦
で
あ
る
と
と
も
に
、
下
流
域
と
の

河
床
位
の
差
が
大
き
く
な
る
た
め
、
落
差

工
を
迂
回
し
て
落
差
工
下
流
の
河
道
に
水

が
流
れ
る
迂
回
流
が
発
生
す
る
。
迂
回
流

が
河
道
に
戻
る
地
点
で
は
水
面
勾
配
が
急

と
な
る
た
め
、
掃
流
力
が
大
き
く
な
り
河

岸
が
浸
食
さ
れ
る
。

　

図
4
（
b
）
に
、
河
床
低
下
の
様
子
を
示

す
。
植
生
の
繁
茂
状
況
か
ら
出
水
前
の
河

本川流れ

（a）ため池への分派地点での流木の集積 （b）斜面崩壊

ため池

流れ

（d）ため池最下流地点の越流堰

本川

ため池

流れ

（c）室川の河床・河岸の浸食

斜面崩壊

斜面崩壊

室川本川

ため池

斜面崩壊

図3　ため池上流域の様子
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床
位
よ
り
も
1
m
程
度
河
床
が
浸
食
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
護
岸
の
様

子
を
見
る
と
、
護
岸
建
設
当
時
の
河
床
位

は
浸
食
後
の
河
床
位
に
近
い
こ
と
が
わ
か

る
。
周
辺
の
住
民
に
よ
る
と
、
中
小
出
水
時

に
土
砂
が
流
れ
て
き
て
河
道
内
に
年
々
堆

積
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
中
小
の
出
水
時
は
、
室
川
と
た
め
池

の
分
派
地
点
に
流
木
が
堆
積
す
る
こ
と
は

な
い
た
め
、
多
く
の
土
砂
が
室
川
本
川
を

通
っ
て
た
め
池
下
流
域
に
流
れ
て
き
て
い

た
が
、
今
回
の
出
水
で
は
、
大
き
い
粒
径
の

土
砂
が
た
め
池
に
堆
積
し
、
た
め
池
下
流

域
へ
の
土
砂
供
給
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

河
床
が
浸
食
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
福
知
山
市
街
地

の
弘
法
川
河
道
内
に
堆
積
し
て
い
た
多
く

の
砂
礫
は
、
た
め
池
下
流
域
の
河
岸
お
よ

び
河
床
の
浸
食
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

2
0
1
4
年
8
月
に
発
生
し
た
福
知
山

豪
雨
災
害
の
調
査
結
果
を
報
告
し
た
。
本

調
査
に
よ
り
、
流
砂
と
流
木
の
流
下
を
考

慮
し
た
河
川
整
備
計
画
の
重
要
性
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
た
め
池
に
よ
る
治
水

利
用
の
重
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本

報
告
は
速
報
版
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
載
さ

れ
た
も
の
の
多
く
は
、
現
時
点
で
は
十
分

に
検
討
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
と
と
も
に
詳

細
な
解
析
を
実
施
し
て
、
詳
し
く
検
討
が

行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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流れ

迂回流

（a）落差工周辺の河岸浸食

図4　ため池下流の河岸・河床の浸食

流れ

被災前の河床位

河床の浸食
（下流への土砂の供給）

（b）河床の浸食
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